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研究成果の概要（和文）： 医療，看護，リハビリ，介護，福祉，保育，教育まで広がる「北欧

ケア」を，哲学・死生学・文化人類学といったこれまでこの分野にあまり関わって来なかった

研究者も参加して学際的に，しかも，実地・現場の調査により現場の人たちと研究者の人たち

との議論も踏まえて研究を行い，医療と福祉をつなぐ「ケア学」の広まり，生活中心の「在宅

ケア」の広まり，「連帯／共生」の思想が根づいていること，などが浮かび上がってきた。 
研究成果の概要（英文）：We performed our interdisciplinary research on the Nordic Caring 
including medicine, nursing, rehabilitation, social welfare, child care and 
education, by participation of researchers who didn't commit with such field so far, 
and based on field work through discussion with persons working in the field and 
researchers. Through our research it has come to light that "Caring Science" binding 
medicine and welfare is spreading out, that "Home care" centered into life is already 
established, and that the idea of "Solidarity or Living together" is took root in 
history, etc. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）代表者はこれまで、フッサールの間主
観性の現象学から出発し（拙著『フッサール
間主観性の現象学』創文社、1995 年）、間主
観性の具体的なあり方を解き明かす一つの
道としてケアの人間学に取り組んできた（拙
編著『〈ケアの人間学〉入門』知泉書館、2005 
年）。そこから生老病死にまつわるケアの人

間学の現在的な諸問題に取り組んで行くな
か、近年わが国で議論されている終末期医療
の問題に焦点を当てた問題提起を行った（拙
稿「生と死をケアすること─ケアの現象学的
人間学から─」日本哲学会編『哲學』No.58、
2007 年）。それは終末期医療の決定にあたっ
て、患者の自己決定だけではなく、患者と家
族と医療従事者の間でのコミュニケーショ
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ンのなかで共同決定していくことを理念と
して目指すべきだという主旨を現象学的な
アプローチから考察したものであった。 
（２）それと平行しながら、科学研究費補助
金による、「いのちとこころに関わる現代の
諸問題の現場に臨む臨床人間学の方法論的
構築」（平成 12～13 年度）から始まって「「い
のち・からだ・こころ」をめぐる現代的問題
への応用現象学からの貢献の試み」（平成 18
～20 年度）までの共同研究において、また、
ケア従事者および市民と継続してきた「ケア
の人間学」合同研究会（拙編著「ケアの人間
学－合同研究会要旨集－」平成 15 年から現
在に至る）において、さまざまな形でケアの
問題を考察してきた。現在も、研究分担者と
して「ケアの現象学の基礎と展開」（平成 21
～23 年度）および「多極化する現象学の新
世代組織形成と連動した「間文化現象学」の
研究」（平成 20～25 年度）に参加して、ケア
の現象学と間文化現象学の繋がりのなかで
考察を進めている。 
（３）と同時に、これら共同研究のなかで、
フランス・ドイツのホスピス・ケアの現場（平
成 17 年９月）とデンマーク・スウェーデン
の高齢者ケアの現場（平成 19 年 11 月）を
視察する機会を得、それらを通じて、南欧・
北欧のケア観の違いを感じ取ってきた（拙稿
「魂のケアについて─仏独・ホスピスとスピ
リチュアル・ケア研修報告─」平成 18 年１
月、同「高齢者ケアの倫理と法をめぐって─
北欧の高齢者ケア視察研修報告─」平成 20 
年３月）。北欧の高齢者ケアについて、「寝た
きり老人がいない」だけでなく、「本人が食
事の経口摂取を望まなくなったら無理に経
管人工栄養をしない」という、日本のケア観
との違いも感じてきた。さらに、ケアの倫理
とビジネスの倫理との関係について論じつ
つ（拙稿「ビジネス・倫理・ケア」平成 21 年
10 月）、福祉国家についての考察も始めてい
る。 
（４）以上の研究を通じて、福祉先進国であ
る北欧諸国（デンマーク、スウェーデン、フ
ィンランド、ノルウェー、アイスランド）の
福祉・ケア（これを総称して、以下では「北
欧ケア」と呼ぶ）について、福祉・ケアの研
究者や政治学者・経済学者による研究・報告
はなされているものの、その理論的基礎・哲
学的背景が十分明らかにされておらず、北欧
ケアの理論的基礎・哲学的背景を単なる文献
研究ではなく、実地の現場のなかでそれがど
う生かされているかを学際的な観点から調
査し、それに基づいた学際的な研究によって
明らかにする必要があると考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
（１）看護、リハビリテーション、福祉、こ
れらは広い意味でのケアに包摂することが

できるが、これらのケアはそれぞれの具体的
な実践をもつとともに、それを支えている思
想として理論的基礎と哲学的背景を持って
いる。ところが、それぞれのケアの従事者や
ケアの研究者は、ケアの現場での具体的な対
処に関心が向かってしまうため、理論的基礎
や哲学的背景にまでなかなか視野を広げる
余裕がない。逆に、思想や理論としての哲
学・倫理学に携わる研究者には、これらのケ
アの抱える具体的な問題に関心が向かわな
いため、その理論的基礎や哲学的背景を明ら
かにする作業に携わることはない。 
（２）本研究の課題は、これらのケアが先進
的に行われている北欧諸国のケア（北欧ケ
ア）を手がかりに両者の間を架橋することに
よって、北欧ケアの現場の調査を踏まえなが
ら、その理論的基礎・哲学的背景を明らかに
することである。 
（３）看護、リハビリ、福祉というケアの各
分野での現地調査を国内研究会で報告、情報
交換をし、日本・米国・西欧・南欧などとの
比較文化的考察も視野に入れながら、北欧諸
国がもつケア思想の共通点と差異点を学際
的な方法で明らかにしていく。それによって、
従来は、断片的に紹介されるに留まっていた
北欧ケア理論的基礎と哲学的背景がはっき
りと浮き彫りにされてくることになる。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、学際的な共同研究により、北欧
ケアの現場の調査を踏まえながら、その理論
的基礎と哲学的背景を明らかにすることを
目的としており、それを達成するために、 
（１）各専門分野での文献研究（哲学・倫理
学、死生学、美学、文化人類学、看護学、リ
ハビリテーション学、福祉学）を基礎にして、 
（２）北欧諸国におけるケアの現場での調査
を踏まえたうえで、 
（３）それぞれの報告と情報交換・意見交換
のための国内での定期的な研究会（年４回ほ
ど）と、 
（４）北欧研究者や国内研究協力者を招聘し
た研究会によって、 
（５）他の地域（日本・米国・西欧・南欧な
ど）との比較も視野に入れながら、北欧諸国
がもつケア思想の共通点と差異点を明らか
にし、 
（６）インターネットおよび紙媒体により随
時研究成果を公開し、 
（７）近い将来に研究成果をまとめた書物を
出版することを目指す、 
という方法的ステップによりる研究を遂行
した。 
 
４．研究成果 
（１）私たちの共同研究は，医療，看護，リ
ハビリ，介護，福祉，保育，教育まで広がる



「北欧ケア」を，哲学・死生学・文化人類学
といったこれまでこの分野にあまり関わっ
て来なかった研究者も参加して学際的に，し
かも，実地・現場の調査を踏まえ，現場の人
たちと研究者の人たちとの議論も踏まえて
行うというところに，これまでにない特徴を
もっていた。 
（２）私たちの共同研究は途上であるが，こ
れまでの考察から「北欧ケア」の特徴として
浮かび上がって来たことを挙げると，第１に，
上に広い意味で「ケア」と呼んだ各分野の連
携が機能しており，医療と福祉を繋ぐ全体と
しての「ケア」を考える「ケア学」が広まっ
て来ていること，第２に，これも広い意味で
の「在宅」を中心に「ケア」が行なわれる体
制を基本として，「患者中心」よりも「生活
者中心」という考え方が大切とされているこ
と，第３に，「自立／自律」の思想とともに
「連帯／共生」の思想が長い歴史とともに深
く根づいていること，などである。 
（３）この３年間に 12 回の研究会を開催す
るとともに、予告的な市民公開シンポジウム
と最後の成果を発表する市民公開シンポジ
ウム「いま，北欧ケアを考える」を開催し、
また、ホームページを立ち上げて、研究会の
案内と記録を逐次公開し、研究の成果を広く
一般にも公開してきた。さらに、研究分担者
と研究協力者により、最終年度に刊行された
『看護研究』に「北欧ケアとは何か―看護研
究への示唆」という特集を組むとともに、『地
域リハビリテーション』に７回にわたって，
研究分担者６人により連載「みんなでケアを
考える！ 哲学者，文化人類学者，ケア研究
者・従事者が一緒に考えるこれからの高齢者
ケア」を掲載した。それらを含めて、最終的
に３年間の研究業績をまとめた報告書『いま、
北欧ケアを考える』を発行した。 
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